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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月3日(2008.6.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　アルコールと水の混合物中で安定なポリウレタン分散液であって、
　（ａ）（ｉ）Ｎ、Ｏ、Ｓまたはそれらの組み合わせによって鎖中または鎖上で任意に置
換されたアルキル、アリールまたはアラルキル構造である前記アルコールに不溶性の少な
くとも一種の多活性水素化合物、（ｉｉ）少なくとも一種のポリイソシアネートおよび（
ｉｉｉ）前記アルコールと水の混合物中で可溶性の少なくとも一種の多活性水素化合物の
反応生成物を含む少なくとも一種のイソシアネート末端ポリウレタンプレポリマーと、
　（ｂ）少なくとも一種の多官能性連鎖延長剤と、
　（ｃ）少なくとも一種の連鎖停止剤との反応生成物を含むポリウレタン分散液。
　　【請求項２】　前記連鎖延長剤対前記プレポリマーイソシアネートの当量比は０．６
０：１～１：１．２である、請求項１に記載のポリウレタン分散液であって、成分（ａ）
（ｉ）は、平均で約１．６から４個のヒドロキシル基および／またはアミノ基を有するオ
リゴマーポリオールおよびオリゴマーポリアミンからなる群から選択され、前記ポリイソ
シアネートは、ジシクロヘキシルメタン４，４’－ジイソシアネート、３，５，５－トリ
メチル－１－イソシアナト－３－イソシアナトメチルシクロヘキサン、テトラメチレンジ
イソシアネート、１，３－ビス（イソシアナトメチル）シクロヘキサン、１，３－ビス（
１－イソシアナト－１－メチルエチル）ベンゼン、ジフェニルメタン４，４’－ジイソシ
アネート、４，４’，４’’－トリイソシアナトトリフェニルメタン、ポリメチレンポリ
フェニレンポリイソシアネート、トルエンジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシア
ネート、ドデカメチレンジイソシアネート、ｍ－キシレンジイソシアネート、ｐ－キシレ
ンジイソシアネートおよびそれらの組み合わせからなる群から選択され、成分（ａ）（ｉ
ｉｉ）は、（ｉ）イオン基を含む化合物、（ｉｉ）イオン基を形成することが可能な部分
を含む化合物、（ｉｉｉ）酸素原子ごとに５個以下の炭素原子の比を有するポリエステル
、ポリエーテルまたはポリカーボネート基を含む化合物および（ｉｖ）それらの混合物か
らなる群から選択され、前記連鎖停止剤は一官能性であり、成分（ａ）（ｉ）、（ａ）（
ｉｉ）および（ａ）（ｉｉｉ）の全重量を基準にして少なくとも５重量％の成分（ａ）（
ｉ）を含み、そして、前記ポリウレタン分散液は、イオン基の当量当たりプレポリマーの
約１０００～約１５０００ｇのイオン含有量を有する、分散液。
　　【請求項３】　成分（ａ）（ｉｉｉ）は以下の構造、
　Ｒ－Ｎ+（Ｒ2）［（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）nＨ］2Ｘ

-

（式中、
　Ｒは、Ｎ、Ｏ、Ｓまたはそれらの組み合わせによって鎖中および／または鎖上で任意に
置換されたＣ1～Ｃ18アルキルあるいはＣ6～Ｃ18アリールまたはアラルキルであり、
　Ｒ2は水素またはＣ1～Ｃ18アルキルであり、
　ｎは１～２００の整数であり、
　Ｘは、ハロゲン、硫酸塩、メト硫酸塩、エト硫酸塩、酢酸塩、炭酸塩または燐酸塩であ
る。）を有するカチオン化合物である請求項２に記載の分散液であって、前記連鎖延長剤
は、水、エチレンジアミン、１，６－ジアミノヘキサン、ピペラジン、トリス（２－アミ
ノエチル）アミン、アミン末端ポリエーテル、アジピン酸ジヒドラジド、シュウ酸ジヒド
ラジド、エチレングリコール、１，４－ブタンジオール、１，８－オクタンジオール、１
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，２－エタンジチオール、１，４－ブタンジチオール、２，２’－オキシトリス（エタン
チオール）、ポリ（オキシエチレン）ジオールおよびポリ（オキシエチレン）トリオール
のジメルカプトプロピオン酸エステルおよびトリメルカプトプロピオン酸エステルからな
る群から選択され、前記反応生成物は、約５０００～５００００の重量平均分子量を有す
る、分散液。
　　【請求項４】　前記より低級のアルコールは、エタノール、ｎ－プロパノール、２－
プロパノールおよびそれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１に記載の分
散液。
　　【請求項５】　アルコールと水の混合物中で安定なポリウレタン分散液であって、
　（ａ）（ｉ）約２０～３０重量部の水素添加ポリブタジエンジオール、（ｉｉ）約１５
～３０重量部のイソホロンジイソシアネートならびに（ｉｉｉ）約０～１０重量部のスル
ホン化ポリエステルジオールおよび約２５～７５重量部のポリテトラメチレンオキシドジ
オールの反応生成物を含むイソシアネート末端ポリウレタンプレポリマーと、
　（ｂ）約０．０５～５重量部のエチレンジアミンと、
　（ｃ）約０～５重量部の２－アミノ－２－メチル－１－プロパノールとの反応生成物を
含むポリウレタン分散液。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明の一つの態様において、ポリウレタンポリマーの分子量は、基板上に被覆された
時に高凝集強度を有する膜、すなわち、膜の自己への接着性が高い膜を形成する材料を生
じさせるために意図的に限定される。さらに、これらの新規配合物の多くは、ガラスなど
の他の表面に対して非常に低い接着性しかもたない。
　　本発明は、第１に、
　アルコールと水の混合物中で安定なポリウレタン分散液であって、
　（ａ）（ｉ）Ｎ、Ｏ、Ｓまたはそれらの組み合わせによって鎖中または鎖上で任意に置
換されたアルキル、アリールまたはアラルキル構造である前記アルコールに不溶性の少な
くとも一種の多活性水素化合物、（ｉｉ）少なくとも一種のポリイソシアネートおよび（
ｉｉｉ）前記アルコールと水の混合物中で可溶性の少なくとも一種の多活性水素化合物の
反応生成物を含む少なくとも一種のイソシアネート末端ポリウレタンプレポリマーと、
　（ｂ）少なくとも一種の多官能性連鎖延長剤と、
　（ｃ）少なくとも一種の連鎖停止剤との反応生成物を含むポリウレタン分散液に関する
。
　　本発明は、第２に、
　前記連鎖延長剤対前記プレポリマーイソシアネートの当量比は０．６０：１～１：１．
２である、請求項１に記載のポリウレタン分散液であって、成分（ａ）（ｉ）は、平均で
約１．６から４個のヒドロキシル基および／またはアミノ基を有するオリゴマーポリオー
ルおよびオリゴマーポリアミンからなる群から選択され、前記ポリイソシアネートは、ジ
シクロヘキシルメタン４，４’－ジイソシアネート、３，５，５－トリメチル－１－イソ
シアナト－３－イソシアナトメチルシクロヘキサン、テトラメチレンジイソシアネート、
１，３－ビス（イソシアナトメチル）シクロヘキサン、１，３－ビス（１－イソシアナト
－１－メチルエチル）ベンゼン、ジフェニルメタン４，４’－ジイソシアネート、４，４
’，４’’－トリイソシアナトトリフェニルメタン、ポリメチレンポリフェニレンポリイ
ソシアネート、トルエンジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート、ドデカメ
チレンジイソシアネート、ｍ－キシレンジイソシアネート、ｐ－キシレンジイソシアネー
トおよびそれらの組み合わせからなる群から選択され、成分（ａ）（ｉｉｉ）は、（ｉ）
イオン基を含む化合物、（ｉｉ）イオン基を形成することが可能な部分を含む化合物、（



(4) JP 2004-505137 A5 2008.7.31

ｉｉｉ）酸素原子ごとに５個以下の炭素原子の比を有するポリエステル、ポリエーテルま
たはポリカーボネート基を含む化合物および（ｉｖ）それらの混合物からなる群から選択
され、前記連鎖停止剤は一官能性であり、成分（ａ）（ｉ）、（ａ）（ｉｉ）および（ａ
）（ｉｉｉ）の全重量を基準にして少なくとも５重量％の成分（ａ）（ｉ）を含み、そし
て、前記ポリウレタン分散液は、イオン基の当量当たりプレポリマーの約１０００～約１
５０００ｇのイオン含有量を有する、分散液に関する。
　　本発明は、第３に、
　成分（ａ）（ｉｉｉ）は以下の構造、
　Ｒ－Ｎ+（Ｒ2）［（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）nＨ］2Ｘ

-

（式中、
　Ｒは、Ｎ、Ｏ、Ｓまたはそれらの組み合わせによって鎖中および／または鎖上で任意に
置換されたＣ1～Ｃ18アルキルあるいはＣ6～Ｃ18アリールまたはアラルキルであり、
　Ｒ2は水素またはＣ1～Ｃ18アルキルであり、
　ｎは１～２００の整数であり、
　Ｘは、ハロゲン、硫酸塩、メト硫酸塩、エト硫酸塩、酢酸塩、炭酸塩または燐酸塩であ
る。）を有するカチオン化合物である請求項２に記載の分散液であって、前記連鎖延長剤
は、水、エチレンジアミン、１，６－ジアミノヘキサン、ピペラジン、トリス（２－アミ
ノエチル）アミン、アミン末端ポリエーテル、アジピン酸ジヒドラジド、シュウ酸ジヒド
ラジド、エチレングリコール、１，４－ブタンジオール、１，８－オクタンジオール、１
，２－エタンジチオール、１，４－ブタンジチオール、２，２’－オキシトリス（エタン
チオール）、ポリ（オキシエチレン）ジオールおよびポリ（オキシエチレン）トリオール
のジメルカプトプロピオン酸エステルおよびトリメルカプトプロピオン酸エステルからな
る群から選択され、前記反応生成物は、約５０００～５００００の重量平均分子量を有す
る、分散液に関する。
　　本発明は、第４に、
　前記より低級のアルコールは、エタノール、ｎ－プロパノール、２－プロパノールおよ
びそれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１に記載の分散液に関する。
　　本発明は、第５に、
　アルコールと水の混合物中で安定なポリウレタン分散液であって、
　（ａ）（ｉ）約２０～３０重量部の水素添加ポリブタジエンジオール、（ｉｉ）約１５
～３０重量部のイソホロンジイソシアネートならびに（ｉｉｉ）約０～１０重量部のスル
ホン化ポリエステルジオールおよび約２５～７５重量部のポリテトラメチレンオキシドジ
オールの反応生成物を含むイソシアネート末端ポリウレタンプレポリマーと、
　（ｂ）約０．０５～５重量部のエチレンジアミンと、
　（ｃ）約０～５重量部の２－アミノ－２－メチル－１－プロパノールとの反応生成物を
含むポリウレタン分散液に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３６】
　本明細書において挙げたすべての参考文献は、各参考文献の全体において引用して援用
する。
　本発明に関連する発明の実施形態を以下に列挙する。
　　［実施形態１］アルコールと水の混合物中で安定なポリウレタン分散液であって、
　（ａ）（ｉ）Ｎ、Ｏ、Ｓまたはそれらの組み合わせによって鎖中または鎖上で任意に置
換されたアルキル、アリールまたはアラルキル構造である前記アルコールに不溶性の少な
くとも一種の多活性水素化合物、（ｉｉ）少なくとも一種のポリイソシアネートおよび（
ｉｉｉ）前記アルコールと水の混合物中で可溶性の少なくとも一種の多活性水素化合物の
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反応生成物を含む少なくとも一種のイソシアネート末端ポリウレタンプレポリマーと、
　（ｂ）少なくとも一種の多官能性連鎖延長剤と、
　（ｃ）少なくとも一種の連鎖停止剤との反応生成物を含むポリウレタン分散液。
　　［実施形態２］前記連鎖延長剤対前記プレポリマーイソシアネートの当量比は０．６
０：１～１：１．２である、請求項１に記載のポリウレタン分散液。
　　［実施形態３］前記連鎖停止剤は一官能性である、請求項１に記載のポリウレタン分
散液。
　　［実施形態４］成分（ａ）（ｉ）は、平均で約１．６から４個のヒドロキシル基およ
び／またはアミノ基を有するオリゴマーポリオールおよびオリゴマーポリアミンからなる
群から選択される、請求項１に記載の分散液。
　　［実施形態５］成分（ａ）（ｉ）は、ポリブタジエンポリオール、ポリイソプレンポ
リオール、水素添加ポリブタジエンポリオール、水素添加ポリイソプレンポリオール、二
量体二酸からのポリエステルポリオール、二量体ジオールからのポリエステルポリオール
、二量体ジオールおよびそれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１に記載
の分散液。
　　［実施形態６］成分（ａ）（ｉ）、（ａ）（ｉｉ）および（ａ）（ｉｉｉ）の全重量
を基準にして少なくとも５重量％の成分（ａ）（ｉ）を含む、請求項１に記載の分散液。
　　［実施形態７］前記ポリイソシアネートは、ジシクロヘキシルメタン４，４’－ジイ
ソシアネート、３，５，５－トリメチル－１－イソシアナト－３－イソシアナトメチルシ
クロヘキサン、テトラメチレンジイソシアネート、１，３－ビス（イソシアナトメチル）
シクロヘキサン、１，３－ビス（１－イソシアナト－１－メチルエチル）ベンゼン、ジフ
ェニルメタン４，４’－ジイソシアネート、４，４’，４’’－トリイソシアナトトリフ
ェニルメタン、ポリメチレンポリフェニレンポリイソシアネート、トルエンジイソシアネ
ート、ヘキサメチレンジイソシアネート、ドデカメチレンジイソシアネート、ｍ－キシレ
ンジイソシアネート、ｐ－キシレンジイソシアネートおよびそれらの組み合わせからなる
群から選択される、請求項１に記載の分散液。
　　［実施形態８］成分（ａ）（ｉｉｉ）は、（ｉ）イオン基を含む化合物、（ｉｉ）イ
オン基を形成することが可能な部分を含む化合物、（ｉｉｉ）酸素原子ごとに５個以下の
炭素原子の比を有するポリエステル、ポリエーテルまたはポリカーボネート基を含む化合
物および（ｉｖ）それらの混合物からなる群から選択される、請求項１に記載の分散液。
　　［実施形態９］成分（ａ）（ｉｉｉ）は以下の構造、
　Ｒ－Ｎ+（Ｒ2）［（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）nＨ］2Ｘ

-

（式中、
　Ｒは、Ｎ、Ｏ、Ｓまたはそれらの組み合わせによって鎖中および／または鎖上で任意に
置換されたＣ1～Ｃ18アルキルあるいはＣ6～Ｃ18アリールまたはアラルキルであり、
　Ｒ2は水素またはＣ1～Ｃ18アルキルであり、
　ｎは１～２００の整数であり、
　Ｘは、ハロゲン、硫酸塩、メト硫酸塩、エト硫酸塩、酢酸塩、炭酸塩または燐酸塩であ
る。）を有するカチオン化合物である請求項８に記載の分散液。
　　［実施形態１０］成分（ａ）（ｉｉｉ）は以下の構造、
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【化１】

（式中、各Ｒ1は、独立して、
　－ＣＨ2－ＣＨ2－（ＯＣＨ2－ＣＨ2 －）n－、
　－Ｃ（ＣＨ3 ）Ｈ－ＣＨ2－（ＯＣ（ＣＨ3）Ｈ－ＣＨ2－）n－、
　－（ＣＨ2）4－（Ｏ（ＣＨ2）4）n－、
　－（ＣＨ2）m－ＣＯ－［－Ｏ－（ＣＨ2）m－ＣＯ－］n－基（ｍは２～５の整数であり
、ｎは２～１５の整数である。）およびそれらの混合基からなる群から選択された、エー
テル官能基またはエステル官能基を含む平均分子量２００～６００の二価脂肪族基であり
、
　Ｍは、Ｎａ、Ｈ、Ｋ、Ｌｉ、アンモニウム、メチルアンモニウム、ブチルアンモニウム
、ジエチルアンモニウム、トリエチルアンモニウム、テトラエチルアンモニウムおよびベ
ンジルトリメチルアンモニウムカチオンからなる群から選択される。）を有する化合物で
ある請求項８に記載の分散液。
　　［実施形態１１］前記連鎖延長剤は、水、エチレンジアミン、１，６－ジアミノヘキ
サン、ピペラジン、トリス（２－アミノエチル）アミン、アミン末端ポリエーテル、アジ
ピン酸ジヒドラジド、シュウ酸ジヒドラジド、エチレングリコール、１，４－ブタンジオ
ール、１，８－オクタンジオール、１，２－エタンジチオール、１，４－ブタンジチオー
ル、２，２’－オキシトリス（エタンチオール）、ポリ（オキシエチレン）ジオールおよ
びポリ（オキシエチレン）トリオールのジメルカプトプロピオン酸エステルおよびトリメ
ルカプトプロピオン酸エステルからなる群から選択される請求項１に記載の分散液。
　　［実施形態１２］前記ポリウレタン分散液は、イオン基の当量当たりプレポリマーの
約１０００～約１５０００ｇのイオン含有量を有する、請求項１に記載の分散液。
　　［実施形態１３］前記反応生成物は、約５０００～５００００の重量平均分子量を有
する、請求項１に記載の分散液。
　　［実施形態１４］前記分散液は、より低級のアルコールをさらに含む、請求項１に記
載の分散液。
　　［実施形態１５］前記より低級のアルコールは、エタノール、ｎ－プロパノール、２
－プロパノールおよびそれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１４に記載
の分散液。
　　［実施形態１６］前記組成物は全組成物重量を基準にして少なくとも２０重量％の前
記より低級のアルコールを含む、請求項１４に記載の分散液。
　　［実施形態１７］請求項１に記載の分散液を含むコールドシール接着剤。
　　［実施形態１８］厚さ約０．０２５ミリメートルの膜に被覆し乾燥させた時に自己接
着特性を示す、請求項１７に記載の接着剤。
　　［実施形態１９］５ニュートン／デシメートルより大きい自己への粘着力値を有する
、請求項１７に記載の接着剤。
　　［実施形態２０］１０ニュートン／デシメートル未満のガラスへの粘着力値を有する
、請求項１７に記載の接着剤。
　　［実施形態２１］請求項１に記載の分散液を含む製品であって、自己シール封筒、集
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束テープ、感熱製品、コンテナー、テキストバインダー、医療製品、医療製品用の包装材
料およびおしめファスナーからなる群から選択された製品。
　　［実施形態２２］請求項１に記載の分散液を含む凝集性ゴム弾性包帯中の含浸剤。
　　［実施形態２３］請求項１に記載の分散液を含む化粧用途であって、マスカラ、ファ
ンデーション、ルージュ、フェースパウダー、アイライナー、アイシャドー、リップステ
ィック、防虫剤、マニュキア液、スキンモイスチャライザー、スキンクリーム、ボディー
ローションおよび日焼け止め剤からなる群から選択された用途。
　　［実施形態２４］請求項１に記載の分散液を含み、リシェープ可能なヘアスタイリン
グ組成物ではないヘアケア組成物であって、シャンプー、コンディショナー、ヘアスプレ
ー、ムースおよびジェルからなる群から選択された組成物。
　　［実施形態２５］脱泡剤、流動剤、均染剤、レオロジー調節剤、光安定剤およびそれ
らの組み合わせからなる群から選択された添加剤をさらに含む、請求項１に記載の分散液
。
　　［実施形態２６］アルコールと水の混合物中で安定なポリウレタン分散液であって、
　（ａ）（ｉ）約２０～３０重量部の水素添加ポリブタジエンジオール、（ｉｉ）約１５
～３０重量部のイソホロンジイソシアネートならびに（ｉｉｉ）約０～１０重量部のスル
ホン化ポリエステルジオールおよび約２５～７５重量部のポリテトラメチレンオキシドジ
オールの反応生成物を含むイソシアネート末端ポリウレタンプレポリマーと、
　（ｂ）約０．０５～５重量部のエチレンジアミンと、
　（ｃ）約０～５重量部の２－アミノ－２－メチル－１－プロパノールとの反応生成物を
含むポリウレタン分散液。
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